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　悲しみ、憎しみ、恐怖。すべて見た。
こみあげる怒り。それでも信じたい
人間の強さ－。イラク、シリア、パ
レスチナなど紛争地を中心に、これ
まで 17 回の派遣に応じてきた、「国
境なき医師団」看護師が生と死の極
限を綴る。
　白川優子（しらかわゆうこ）氏
は、1973 年埼玉県出身。日本とオー
ストラリアで看護師の経験を積み、
2010 年に「国境なき医師団」に初
参加。シリア、イエメン、イラクな
どの派遣に応じてきた。

　貧しくも平和な村での暮らし。し
かし、イスラム国の脅威は次第に強
まり、虐殺と収奪の日々が訪れ…。
戦下における武器としての性暴力の
根絶に尽力し、2018 年ノーベル平
和賞を受賞した著者が、自身の壮絶
な経験を物語る。
　ナディア・ムラド氏は、人権活動
家。2018 年「戦争および紛争下に
おいて、武器としての性暴力を根絶
するために尽力したこと」により
ノーベル平和賞受賞。

　戦争の悲惨な傷痕に今なお苦し
む声なき民に向きあい、平和の尊
さを問いつづける大石芳野。約
40 年にわたり、戦争の犠牲となっ
た人々を取材し、いつまでも消え
ない戦禍の傷にレンズを向けたモ
ノクロ写真 160 点を収録する。
　大石芳野（おおいし　よしの）
氏は、写真家。土門拳賞、エーボ
ン女性大賞など受賞。紫綬褒章受
賞。著書に「沖縄に活きる」など。

８月の催しもの

と　き 催しもの

毎週月曜日・午前 11 時～
あかちゃん絵本
　　         よみきかせ会

毎週木曜日・午前 10 時～
　午後 0 時 30 分

 あかちゃんクラブ
　　         ラッコルーム

毎週土曜日・午前 11 時～  「おはなし」と
           「あそび」の広場

4 日（日）
・午後 1 時～
・午後 3 時～

「夏休み工作教室」
　かわいい帽子の
　　　   ブローチづくり

18 日（日）
・午前 11 時～
・午後 2 時～

子どもビデオ劇場

24 日（土）・午後 3 時～ 世界のお話しひろば
                　   「ペルー」

25 日（日）
・午前 11 時～
・午後 1 時～

カイコ ふれあい
　　　　  たいけん教室
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◆「アンネ・フランクに会いに行く」 
谷口　長世／著

◆「内戦の地に生きる～フォトグラファーが見た「いのち」～」      
橋本　昇／著

◆「ジャーニー国境をこえて」  
フランチェスカ・サンナ／作

青山　真知子／訳

◆「シャティーラの記憶～パレスチナ難民キャンプの 70 年～」
川上　泰徳／著

◆「避けられたかもしれない戦争～ 21 世紀の紛争と平和～」 
ジャン = マリー・ゲーノ／著

庭田　よう子／訳

◆「1937 年の日本人
　　　～なぜ日本は戦争への坂道を歩んでいったのか～」 

山崎　雅弘／著

◆「約束の国への長い旅～杉原千畝が世界に残した記憶～」 
 篠　輝久／著

◆展示会  ・扶桑町平和事業 ヒロシマナガサキ原爆
  　　　　   ポスター展（総務課）  8/1 ～ 15
　　　　  ・扶桑町とカイコ展       8/17 ～ 9/1


